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　このコースには、「ベーシックⅠ」（第１・２ターム）と「ベー
シックⅡ」（第３・４ターム）があります。「ベーシックⅠ」は、
外国語の入門講義として全国的にも例を見ない、新潟大学だけの
特色ある科目です。みなさんの中には、入学時にいきなり「英語
以外の外国語をひとつ選びなさい」と言われても、何を基準にど
の外国語を選んだらよいのか戸惑う方も多いでしょう。ベーシッ
クⅠは、第１タームと第２タームを連続履修することで、２つの
外国語の音韻と文法構造の基本的特徴を理解し、それぞれの言葉
と文化の持つ特質や魅力を比較できるように設計されています。
２つの外国語の組み合わせは「中国語とフランス語」、「中国語
とフィリピノ語」など８通りが用意されており、どれか１つを選
びます（２つのうちどれを先に学び始めるかで科目の開講番号が
異なりますが、内容は同じです）。
　ベーシック・コースのもう一つの大きな特徴は、他のコースで
は学べない外国語を受講できることです。フィリピノ語が学べる
のは、ベーシック・コースだけですし、古代ローマ帝国ラテン語
と古典古代ギリシア語について文化史的に考察する科目も、この
コースだけの特徴です。
　「ベーシックⅠ」は第１・２タームに開講され、週１回の講義
を連続して履修すれば合計２単位を取得できます。ここまでで履
修を終えることもできますが、学んだ外国語の中から１外国語を
選んで、第３・４タームの「ベーシックⅡ」でさらに学習を継続
することもできます（ただし、「ベーシックⅡ」では開講されな
い外国語もありますので注意してください）。
　また、第１タームの「外国語ベーシックⅠ」（１単位）は第２
タームに学外学修等を予定している人が履修すべき科目となりま
す。詳細については「１年次第２タームに学外学修等を履修する
人の初修外国語選択」（13ページ）を参照してください。

　第３・４ターム連続で開講される「ベーシックⅡ」では、ひと
つの外国語を週に３回学習し、半年間で初級文法と会話を習得し

ます。週３回の授業を受講して３単位取得できますから、第１・
２タームの「ベーシックⅠ」と組み合わせて５単位取得すること
ができます。開設されている外国語は、ドイツ語、フランス語、
ロシア語、中国語、朝鮮語、スペイン語、イタリア語、フィリピ
ノ語の８言語です。
　さらに、「ベーシックII」に接続し、初級レベルの完成から中
級レベルの初めまでを扱う２年次以上向けの「ベーシックプラ
ス」（週１回・２単位）が開講されています。
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インテンシブ コース

スペイン語を履修したい人文学部生はスタン
ダードコース I ～ IVをとりましょう

memo

スタンダード・コースよりさらに集中的に学ぶコースです。

クラス規模25人、週４回の授業で５言語が開設されています。

インテンシブⅠA、B（第１、２ターム）とインテンシブⅡ（第

３・４ターム連続）から成り、すべての外国語科目においてネ

イティヴ教員が週４回のうち少なくとも１回または２回授業を

担当します。スタンダード・コースと同じく４技能の総合的な

運用能力を育成しますが、年間の到達レベルは中級の前半まで

に至ります。これは、全国規模の各種外国語能力検定試験の４

級または３級に合格できるレベルに相当します。

　このコースは主として、初修外国語の履修基準（卒業するた

めに必要な単位数の基準）を８単位と規定している学部の学生

を対象としますが、それ以外の学部でも、外国語の学習に関心と

意欲のあるすべての学生に開かれています。２年生以降さらに

レベルアップを目指すなら、アドバンスト・コースが用意され

ています。

中国語

フランス語

朝鮮語

スペイン語

ロシア語 ドイツ語

スタンダード  コース

演習科目で、スタンダードⅠA、B（第１、２ターム）とスタ

ンダードⅡ（第３・４ターム連続）から成り立っています。クラ

ス規模は原則として25人、１年間を通じて週３回の授業という少

人数集中形式がこのコースの特徴で、６言語が開設されていま

す。また、一部のクラスを除いて、基本的には日本人教員とネイ

ティヴ教員が同一クラスを担当することで「読む」「書く」「話

す」「聞く」の４技能に配慮した総合的な運用能力を育成します。

年間の到達レベルは、中級レベルの入り口までを目指します。

　このコースの到達目標レベルは、全国規模で実施される各外

国語の検定試験（ドイツ語を例にとるとドイツ語技能検定試

験）の４級は楽にクリアでき、少し頑張れば３級に合格するこ

とも十分可能なレベルです（外国語によっては検定等級の設定

が異なります。詳しくは担当教員に尋ねてください）。

　このコースは主として、初修外国語の履修基準（卒業するた

めに必要な単位数の基準）を６単位と規定している学部の学生

を対象としますが、それ以外の学部でも、特定の外国語の学習

に関心と意欲のあるすべての学生に開かれています。１年間こ

のコースを受講した後、さらに中級レベルの運用能力を身につ

けたい方は、２年生向けのアドバンスト・コース（コミュニケー

ション・ドイツ語などの各外国語科目）を受講してください。

とりわけ実践的な運用能力を重視したトレーニングを行いま

す。

　なお、学部の違いを問わず、スタンダードⅠとⅡは、必ず１年間

を通して続けて履修する必要がありますので注意してください。
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